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芦北たまねぎ「サラたまちゃん」の安定生産に向けて 

～高温対策の取組み強化中～ 

 

芦北地域では、温暖な気候を利用したタマネギ栽培が盛んに行われており、

ＪＡあしきたサラたまちゃん部会が生産するタマネギは「サラたまちゃん」

としてブランド化され、早いもので１月下旬から出荷されています。 

当地域では、８月下旬から播種を行っていますが、近年の高温の影響で発

芽率が著しく低下するなど、生産量が不安定な状況となっていました。 

そこで、令和７年度から、育苗時に遮光ネットを利用した高温対策技術の

実証及び普及に取り組んでいます。 

既に作付けがスタートした令和９年産では、栽培講習会や現地検討会にお

いて生産者へ対策実施を呼びかけたことで、多くの生産者が当該技術に取組

み、発芽率の向上が図られています。 

夏期の高温対策は早出し産地の重要な課題です。芦北支部では、これまで

の実証結果や生産者それぞれの取組みを踏まえ、より効果的な対策を検討・

実証し、サラたまちゃんの安定生産に向けて引き続き取り組んでいきます。 
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